
第２６回関西学連剣友剣道大会要項 
 

１．趣   旨 ： 学生剣道の発展と会員相互の親睦を図り、剣道の普及・発展に寄与していくことを 

目的に、関西の大学卒業者及び、広く全国の大学卒業の関西在住者を迎えて剣道 
大会を実施します。 
また、今回は来る 3 月 26 日に開催されます「第 ８回 全 日 本 学 連 剣 友 剣 道  

大 会 」の選 考 会 も兼 ねております。	
 

つきましては、皆様のご協力のもと本大会を盛大に開催させていただきたく、 
何卒、積極的なご参加をよろしくお願い致します。 

 

２．主   催 ： 関西学連剣友会 

後   援〔予定〕 ：  毎 日 新 聞 社 

（公社）大阪府剣道連盟、 （一財）京都府剣道連盟 、（一財）滋賀県剣道連盟  

（一財）奈良県剣道連盟、 （一財）兵庫県剣道連盟、和歌山県剣道連盟 

3. 開催日時 ： 平成２８年１２月１８日（日） 午前 9：00 開会  （午前 8:00 開場） 

4. 会   場 ： 府民共済ＳＵＰＥＲアリーナ（旧：大阪市舞洲アリーナ） 

5. 参加資格 ： 関西学生剣道連盟加盟大学卒業生、及び関西在住の他地域学連卒業生（関西学連剣

友会の会員であること） 

6. 試合方法 ： 大学対抗団体戦     

男子の部、女子の部ともトーナメント方式により行う。 

試合時間は 3 分 3 本勝負。但し、準決勝、決勝は 4 分 3 本勝負。 

時間内に勝敗が決まらないときは引き分け。 

勝敗は勝者数により決し、勝者同数の時は取得本数により決定する。 

代表者戦は 3 分 1 本勝負とし、勝敗が決しない場合は延長戦を勝敗の決するまで行

う。なお、延長戦は試合時間を区切らずに行う。 

7. チーム編成 、チーム数、年齢規定 ： 

【男子 1部】 1 チーム 5 名編成（段位制限なし）／4 チームまで出場可 

                先鋒／次鋒     ２２歳以上   

    中堅／副将      ３０歳以上 

    大将          ４５歳以上 

◆チーム編成上年齢基準に合致しない場合は、特例措置として合計年齢が１４９歳以上（大将の年齢	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 は４０歳以上）とする。	
 

◆ 合計年齢が１４９歳未満で、４名以下のチームの場合は、年齢基準に従いチームを編成するもの	
 

とする。	
 

【男子 2部】 1 チーム 3 名編成（段位制限なし）／4 チームまで出場可 

先鋒      ５０歳以上   

    中堅       ５５歳以上 

    大将      ６０ 歳以上 

◆チーム編成上年齢基準に合致しない場合は、特例措置として合計年齢が１６５歳以上とする。	
 



【女子 1部】 1 チーム 5 名編成（段位制限なし）／4 チームまで出場可 

   先鋒            ２０歳以上 

     次鋒／中堅       ２２歳以上 

     副将          ２７歳以上 

     大将           ３０歳以上 

◆ チーム編成上年齢基準に合致しない場合は、特例措置として合計年齢が１２１歳以上（大将の年齢は２７歳以上）とする。	
 

◆ 合計年齢が１２１歳未満で、4名以下のチームの場合は、年齢基準に従いチームを編成するものとする。	
 

	
 

【女子 2部】 1 チーム 3 名編成（段位制限なし）／4 チームまで出場可 

先鋒／中堅／大将   ３５歳以上を厳守のこと 

 

【演	
 	
 	
 武】  ６５歳以上の先輩（段位制限なし） 

	
 

〈特記〉	
 	
 

１．同一大学内で上記条件での編成が 1 チームもできない場合は、２大学に限り、連合チームとして 

出場できるものとする。希望チームは、事務局までご連絡ください。 

２．不戦勝が 2 つ(以上)起こり得る試合については、事務局で対戦の組替えを調整出来るものとする。 

３．本大会に関するご質問、ご相談は事務局までご連絡ください。 

 

8. 試合規則 および 審判規則 ：  全日本剣道連盟の試合規則並びに審判規則に準じる 

 

9. 参 加 費  ：  	
 男子・女子１部	
 	
 	
 	
 	
 １チーム	
 	
 	
 ￥２０,０００	
 

男子・女子 2 部	
 	
 	
 	
 	
 １チーム	
 	
 	
 ￥１２,０００	
 

演	
 武	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 １名	
 	
 	
 ￥	
 ３,０００	
 

	
 

10.申込方法  ： 各大学 OB 会事務局責任者を通じて、大学毎に申込をすること 

   【提出書類】 申込書１部 

※「関西学連剣友会のホームページの剣友大会情報」	
 http://kansaigakuren.com/	
 

上に所定の申込用紙等をアップロードしておりますのでタウンロードをお願いします。	
 

         ※今大会のゾロは、大会事務局側で作成いたしますので提出は不要です。  

【申込先】 〒６６２-００３５ 兵庫県西宮市若松町４－４－３０２  

関西学連剣友会事務局   金廣 正彦 宛  

携帯： ０９０-５０６６-０７６５ 

ＦＡＸ： ０７８-３３０-４０５５ 

E-mail： info@kansaigakuren.com                              
【振込先】   ゆうちょ銀行 京都支店 ００９５０－０－１４６９６９ 関西学連剣友会 

    （注意）  大会用振込口座名および口座番号は充分にご確認ください。	
 

振込用紙の通信欄に、大学名・出場チーム数内訳等、必ず記入してください。	
 

注意！ 年令は試合当日の満年令とすること。 
    違反のあった場合はその時点で出場取消とする。  



【申込・参加費振込締切】  平成２８年１０月７日（金）必着	
 	
 

11. 組合せ抽選 ：  実行委員会にて、厳正に抽選する。 

12. 表     彰 ： 男子・女子 1 部     優勝、準優勝、3 位 (2 ﾁｰﾑ)、敢闘賞 (4 ﾁｰﾑ) 

男子・女子 2 部     優勝、準優勝、3 位 (2 ﾁｰﾑ) 

13. そ  の  他 ： 

①演武について、開会式後、すぐに実施するスケジュールとなっています。	
 演武に出場され

る先輩方へのご連絡の徹底をお願い致します。	
 

②新規会員登録については、大会前日（１２月１７日）までに申込用紙を大会事務局まで送付すること。

なお、入会費の納入は、大会前日までに済ませること。その場合、振込領収書コピーを大会当日

に受付にて提出すること。 

③申込書の年齢、生年月日、剣友会登録（未・済いずれかに○）は必ず記載ください。 

④選手の変更は１０月２４日（月）までに、大会事務局まで届け出ること。この期日以降の変

更は、大会当日に会場にて受け付ける。なお、補充者は年齢規定に必ず該当すること。 

⑤如何なる場合であっても試合途中での選手変更は認めない。 

⑥これまで大会中に負傷事故が数多く発生しています。参加者は事前にメディカルチェックを行

うとともに、充分な健康管理をお願いします。事故に関する責任は、負いかねますのでご承知お

きください。 

⑦選手･役員の方には当日受付にて、プログラム・記念品・お弁当引換券を渡します。 

⑧各チームとも、紅白目印（タスキ）を持参すること。 

⑨毎年、各参加団体には選手として出場せずに終日審判をしていただける専任審判員のご協力を 

お願いしております。専任審判員については、各大学の関西学連剣友会会員登録状況に準じて 

所定の人数を選出していただきます。（別添：審判員の選出について）  

また、負けたチームの選手から、副審１名を２試合行っていただくことと致します。 

円滑な試合進行のために、各チームで副審に立つ選手（男子は六段以上、女子は四段以上、	
 

いない場合は専任審判員で対応）を、あらかじめ決めていただき、申し込み用紙の審判欄に○を	
 

ご記入ください。何卒ご協力をお願い致します。	
 

⑩審判の服装は、稽古着・袴、または学生剣道連盟の服装（黒または紺色の靴下は各自でご持参く

ださい）に準じることとします。なお、審判会議は８時３０分より会議室にて行いますので、専任審

判員および進行主任（事務局より委嘱）の方はお集まりください。 

⑪合同稽古会は、開会式後すぐに行なわれます「演武」終了後に行なう予定にしております。

稽古会の主旨をご理解いただき、昨年同様に応援・見学の会員諸氏の参加に	
 加えて会員諸

氏のご家族、お子様などご参加いただき、稽古会を盛り上げたいと考えています。是非、貴

大学の先輩方にご案内いただきますようお願い致します。また安全に稽古をいただくために

もプログラム記載の稽古会ゾーンに添って稽古をお願いします。	
 

⑫審判員から「都道府県名表示の名札が多くどこのチームか判断しにくい」旨の声がご

ざいましたので、大学名（大学ＯＢ会名）の名札もしくは大学名（大学ＯＢ会名）の帯を名



札に着けていただきますようお願い致します。	
 

⑫女子の部の試合時に審判員から「長髪の場合、目印が見づらい」旨の声がありましたので、

貴大学の選手の先輩方に、試合時は長髪を束ねていただきますよう周知徹底をお願い致しま

す。	
 

⑬例年ゴミは各自、各団体が責任をもって持ち帰ることが原則となっていますが結果ゴミ量も

減少せず、分別、ごみ処理に多くの手間が掛かっています。分別、各自持ち帰りの徹底をお

願い致します。	
 

以上 


